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 【開会=午後０時 40 分】 

 

 時間になりましたので、ただいまから議員定数・報酬等

検討特別委員会を開会いたします。 

本日の資料は、タブレット端末に格納いたしましたとお

りであります。本日の協議事項は、「委員会協議事項につい

て」であります。 

前回の協議におきまして、委員から発言がありました当

市議会における議員定数、議員報酬、政務活動費の推移に

ついて、資料により全議員で共有いたしたいと思います。 

資料につきましては、議員定数、議員報酬、政務活動費

の順で当市議会の推移を表にまとめ、参考に他市議会の現

状について列記してあります。 

今回の会議では、全員でこの基礎情報を共有するととも

に、皆さんから現時点での考えや進め方についてお聞かせ

いただけたらと思います。本日結論を出すというわけでは

ありませんので、率直に現時点でのご意見等をお聞かせい

ただけたらと思います。 

順番にご意見を伺ってもよろしいでしょうか。本来であ

れば、先輩議員からというところでありますが、若い意見

をということでありますので、河﨑議員から、１番から順

番に。では率直にご意見をお聞かせいただけたらと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

はい、ありがとうございます。意見ですか、今回の資料

の話ですか。 

 

資料は今お配りしたのですぐにご意見をというわけでは

ありませんけれども、例えば今のお考えですとか今後の進

め方等について率直にご意見をお聞かせいただけたらと思

います。資料に基づいた意見でもいいし、そうでなくても

構いません。率直にご意見お聞かせください。 

 

はい、わかりました。私としては２名削減ということで

お話させていただいておりまして、あわせて議員報酬であ

ったりとか、政務活動費ですね、そちらの方の見直しもあ

わせしていければなと考えております。 

ちょっとこちらの資料ぱっと見させてもらっておって、

一つもしあるのであればというところなんですけれども、

例えば今回人口当たり何人という形で議員の方の参考資料

出ていると思うんですけれども、例えばこれ平米数とかで
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すね、どれぐらいの地理的な中で何人いらっしゃるとかっ

ていうのがもしぱっと出るようなものがあるのであれば、

いただけるとそれも参考になるのかなと思いますので、ち

ょっといただければなというところと、あわせて市民の方

からこういった削減の意見とかっていうのがもし出ている

のであれば、それももしあるのであれば資料としていただ

けるとありがたいなと思います。以上です。 

 

はい。私も議員定数の削減２名で考えております。あと

議員報酬や政務活動費についてはまたちょっともう少し皆

さんと話し合いが必要かなという考えでおります。以上で

す。 

 

とりあえず今回こういった資料をいただきましたんで、

他市町との比較と、あと羽島市民の皆様はどのように考え

ているか、との意見等を総合的に判断して、検討していき

たいなと思っております。以上です。 

 

はい。議員定数につきましては先般 12 月議会でもこちら

からご提案させていただきましたとおり１名削減するべき

であるという立場でございます。続いて議員報酬につきま

しては公約に掲げたとおり削減するべきという立場であり

ます。続いて、政務活動費についてですが、これは検討が

必要であると思います。以上です。 

 

議員定数については２人削減すべきだろうと思っていま

す。理由はですね、いろんな他所の市との比較とかいろい

ろあるんですけれど、私達が一番尊重しなきゃいけないの

は、市民の声、市民の意思ですので、羽島市の場合はそれ

はもう明確に示されていますので、市民の意思を尊重すべ

きだろうと思っております。 

あと報酬と政務活動費なんですが、今日の資料を見てち

ょっと驚いたんですが、平成 23 年に報酬を５％削減という

ことで、議決があったという。その理由がですね、議員年

金制度廃止による公費負担が始まるという理由が書いてあ

るんですけど、いかにも不自然な理由だなと私自身は思っ

ております。議員年金制度を廃止、これは国から決まって

きたことなんですけれど、公費負担が始まったら議員報酬

を減らすというのは、なぜなのかなという。議員の年金を

もらえる方々がもらえ続けるためにですね、私達全く関係

ないものの、議員報酬を減らしたというそういうふうに読
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み取れるんですが、ちょっと理解ができないなと。 

それはそれで過去にあったことですからいいんですけれ

ど、今後先に向けて議員報酬なんですけれど、私自身はで

すね、人勧に準拠するとかですね、今はどんどん賃金が上

がってきて、インフレで上がってきていますので、それに、

自動的にスライドするような、法令上その仕組みを入れ込

むのは非常に難しいと思うんですが、付帯決議でも何でも

いいですので、そうやってきちんと見直すと、そういう一

文を入れてですね、世の中の賃金の上昇にスライドさせる

と、もちろん減ったときには減らすということなんですけ

れど、そういう仕組みを取り入れた方がいいんではないか

なと思います。 

あと政務活動費なんですが、私自身は議員個人に本来支

給すべきものだろうと思っているんですが、そうしますと

なかなか事務手続きがややこしいですし、適切不適切どう

のこうのとかですね、ありますので、それも含んで、議員

報酬にしてもいいのかなということはちょっと思ったりも

しています。以上です。 

 

先ほどの南谷委員とダブるとこがございますが、これを

見ると平成８年から、いわゆる 10%合計すると下がってる

ことなのかなこれ。あれなんか東日本のとき下げたという

のはこれいつのことやな。東日本のときに下げて下げたと

いうのがそのままなってるのはこの平成８年のことかな。

ここには載ってないのかこれ。下げっぱなしじゃないのか。

下げっぱなしなんだろ。 

ほんでまた平成 23 年の公費負担いうて、この議員年金と

いうのは、年金制度というのは半分は市の方の公費が払っ

とるんやで、また下げとるいうのは議員の先生が何も、ち

ょっと認識不足やないかなと思いますけども。もう半分は

公費が払っとったんやで、それだけでもなくなったらもう、

公費は非常に助かっておるということやで、かなりの金額

やと思うんやけども。 

そういうことも含めて議員の人らは、市３役ともに市長

提案はもうもとに戻ってまっとるんやし議員だけ下がっと

るということやで、そういう点では議員の先生方はちょっ

と人がよすぎるんじゃないかと私は思ってます。 

定数につきましてはこの３月に決まったばっかでござい

ますんでもう少し慎重に考えるべきだと。先送りして考え

るべきだと、私は思っております。以上です。 
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改正まで３年ありますので、定数削減また議員報酬、政

務活動費におきましては、一つ一つ丁寧にしっかり検討し

ていく必要があると考えております。 

 

定数削減においては２人削減っていうところで思ってお

ります。期限がまだ３年とおっしゃってますけれども、な

るべく早くに決めて、そういった定数が変わることによっ

ていろいろな事柄も変わってくるのかなというふうに思い

ますので、ゆとりを持って決めていってほしいなと思って

おります。 

議員報酬については、年金制度がなくなりましたので若

い方が入ってきてくださるときに、本当に辞めたときに年

金がないっていう、国民年金だけなので、そういったもの

も含めて少しアップしてあげてほしいなというふうには思

っております。 

政務活動費におきましては活動費が出るのであれば、も

うちょっと増やしていただければもっと活動ができるのか

なというふうには思っております。以上です。 

 

私は自分が初めて立候補したときには、議会に、市民の

多様な意見を反映したいという意見を持って立候補したつ

もりでございます。それで様々な議員がいて、議員の持つ

能力やいろんなことがあって、社会経験もいろいろ違って、

あとは女性もいたり若い人がいたり、いろんな、本当にあ

の市民の中から様々な意見を持った人が議員になるべきか

なというふうに私は思っているので、そういう多様性を求

める中では、この議員を削減するというのは逆に、時代に

逆行してるようなふうだと思いますので、私は現状維持ま

たは２人増やすっていうことを、望む次第です。 

議員報酬については私はちょっと高すぎるかなと思って

るので、議員報酬削減の根拠については、まだこれから時

間をかけて慎重に考えていきたいというふうに思っていま

す。以上です。 

 

２削減で、報酬は増。政務活動費も増。どれだけって難

しいね。でも戻ってないんですよね東日本のやつって。戻

ったんでしたっけ。 

 

この資料を見ますと、23 年３月 10 日に発議されてるの

で、東日本の前日、３月 11 日の前日に、何か発議されてる

という資料ですんで。この資料は東日本大震災とは関連が



5 

 

 

野口委員 

 

後藤國弘委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊島委員 

 

 

 

 

ない報酬減だと思います。 

 

金額はともかく上げるっていうていでね。 

 

私も議員定数削減２名ということで賛成の立場からです

が、これ比較ずっとしていきますと、例えば議員報酬はそ

こそこかなとは思うんですけども、せめてもう少し上がる

と、世の中の景気動向を見ながらですけども、上がってい

くべきであると思ってますし、あと政務活動費については

大垣が 19 年に廃止とか海津は当初からないとか、これない

ところはどのようにしているかという、この実態も少し知

りたいなっていう気もしますが。政務活動費については、

極端に羽島市は低いのでこれは必ず上げなければいけない

かなと、そういうふうに思ってます。以上です。 

 

はい。前、提案しましたように、１名減というこれを２

人で提案して科学的根拠に基づいた数字ですのでそれでい

きたいという思いをしております。 

それから、政務活動費ですが、これ見ても羽島市ね、極

端に低いから。だから我々議員活動、やはり議会だよりと

か、そういうのを出す、もっともっと市民に PR したいなと

いう思いをしております。そのためには、今の２倍か３倍

とかね、それぐらいの、やっぱり議会だより等を発行でき

る、それが議員としての大切な要素だということを思って

おります。 

それから報酬につきましては、今、羽島市はちょっと高

いというようなこともありますが、これから一般社会でも、

会社なんかでもどんどんどんどん報酬が上がってきており

ます。そして、やはり報酬というかね、物価高、そしてい

ろんなことがありますので、やはり報酬をね、という点で

は、そのままにしておくんならしておく、また、スライド

制であげるなら上げる、そういうことをやっていくという

ことで、きちっと我々が議員としての活動ができるような

体制に持っていってほしいなということを思ってます。以

上です。 

 

議員の定数につきましては、以前も、議会改革の方でこ

こ２年ほどですか。いろいろ調べられて、そういう中から

も、あの今日もまた資料、出していただいておりますけど、

傾向としては、私は、多様な人材とか、これからの羽島市

の代表の確保ということからも、現状で。 
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これもあの市民の意見ということですが関連しますけ

ど、そういう市民の意見もありますが一方でですね、報酬

についても、そういうことを全市民というか、有権者に、

問えば低くいうか、もっと下げよと、いう意見が私は出て

くると思っております。それで、そういうのを必ずしも、

どこを意見というかですね、それであの報酬については、

上げていくというか物価とかいうのは、これは人事院勧告

の関係から言っても必ずスライドしてきておりますので、

全然上がらなかったときは、議員報酬も、全国的にも、公

務員等と一緒で、同じでした。それで今は毎年おそらく今

年からも勧告がまた出てくると思います。現状の金額は、

これも言葉ですが、市民の方の意見を聞いたりということ

になっていくと思います。 

最後の政務活動費ですけど、政務活動費についても本当

に現在の予算からいっても、羽島市いただいておりますけ

ど、こちらは本当の活動ということから、実績から、もう

少し上げてもいいのでないかと思っておりますが、三つと

も議論を進めていきたいと思っております。以上です。 

 

議員定数は、２削減で考えております。 

それから報酬なんですけど、やっぱりこれから若い子、

子育てするような議員もたくさん入ってきていただきたい

と思いますので、もう少し増額がいいと思います。 

また政務活動費に関しましては、本当に極端に羽島市は

少ないんで、もっと増額が妥当かと思います。 

 

まず議員定数についてですけども、私はこれ川柳委員と

一緒で、現状または２人増員が必要であるというふうに思

います。それは、やはり市民と役所を繋ぐパイプ役という

か、皆さんの意見を吸い上げるためにも、議員はもっとい

た方がいいという考え方で、今は少な過ぎるというふうに

思うからであります。この間海津市で、我々研修したとき

の先生も議員定数は下げるなというふうにおっしゃられて

おりましたが全く同感する次第です。 

あと報酬と活動費ですけども、市民感覚からすると、な

かなかこれは、触る、上げるのは難しいんではないかとい

う気持ちでおります。以上です。 

 

今、花村さんおっしゃったように市民感覚で言ったら、

定員は削減、報酬は削減、全部何でも安ければいいやろと

いうことになりますけれども、やはり我々議員といたしま
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しては、私個人ではもうやっぱり今 18 人の定数は最低でも

維持する。 

それから報酬の関係なんですけども、これについては確

かに物価云々という問題もありまして、上げれるときは上

げればいいんですけども、ただ、若い方がこの政治の世界

に入ってくるについては、僕はちょっと安いんじゃないか

なと、そんなことを思います。 

政務調査費についてはそれぞれ考え方がありますが、私

としては現状維持でもいいかなと。そんなふうに思ってお

ります。以上です。 

 

議員の定数についてはこの資料見させていただいてもで

すね、一番最初私どもが 25 名から 23，21，18 ということ

で選挙乗り切ってきて、現在に至るんですけども、多い方

がいいとか、それは少ない方がいいとかで、途中に平成の

大合併の話があったときはですね、岐阜市と合併するとき

は１万人に１人という割合になりますよということでその

数字になりかけたときもありましたけども、現在私どもが

個人的にですね、いろんな人と話し合ってこの議員の数に

なると、やっぱり議員さんはたくさんおっていろんな意見

を聞かなきゃいかんで、減らすのは駄目やということが、

たまたま僕の知り合いの人はほとんど減らしてはあかんと

いう人が、現状維持っていうか、減らしたらあかんよって

いう人が多いですね。評価していただいとると思いますけ

ど。それで議員の数については現状維持でお願いしたいな

と思ってます。 

それから、報酬についてはですね、これもですね以前に、

ちょっと私の記憶間違いだったら申し訳ないんですが、東

北の震災があったときに５%下げてそれから職員の方が下

げて、５%ということで、その１回目の５%が特別職で市長

とか副市長の場合は自分の任期中ですね、任期中の期限付

きでやってたもんですから、確か我々議員はその期限付き

でやってなかったもんですから、それがずっと今日まで来

てしまったということがありますので、まずその条例改正

をですね、私どもの任期中までにして、新しい人の任期か

らは５%上がるという方向で、したらどうかと思います。 

それと、細かい話ですけど今回のこのお話とはちょっと

違いますが、選挙公営につきましても、確か白木市長のと

きだったと思いますが、山県市の方で選挙公営の不正があ

りましてそのときに、たまたま白木市長がですね、インタ

ビューに答えて、そういう不正があったから、選挙公営ち
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ょっと下げますよっていうような話をされて、その話マス

コミに載ってしまったという感じでちょっと羽島市はです

ね下がっておるはずです少し。それで選挙公営につきまし

ても、ポスターとかそれから車とかそれぞれの経費が上が

ってますので、議会改革の中で取り上げていただけるかど

うか分かりませんけれども、選挙公営部分についても、４

年に１回のことですけども、少し見直しをしていただきた

いと思います。 

それから、政務活動費については、大垣なんかはゼロと

いうことで、よくやられておるなと思いますけども、本来、

報酬の中で、活動もするべきだという人もありますし、ま

た政務活動費で有効に利用した方がいいんじゃないかとい

うことでされる。ただ、政務活動費について我々も市民の

方にですね詳しくあんまり話してないもんですから、市民

の方が政務活動費そのものに対しての考えとか、お金をも

らってるってことは思わずに、たまたまその大きな市でで

すね、政務活動費を不正に使ってることマスコミでやられ

るとですね、いや羽島市も月何十万もらってますかという

ことで、いやいや、うちの方は年間８万ですよということ

びっくりされますけども、この関係もですね、やはり政務

活動費、新聞折り込みも一つの手でありますけどやっぱり

我々の自分自身の研修とかそれから視察、常任委員会の視

察以外の視察をですね、やはり８万円ではやはり少ないと

思いますのでぜひともこちらの方ですね増額の方向で。 

ただこれ増額すると、すぐにあのマスコミがいろいろと

変なネタ探ししてくると思いますけども、思い切ってあげ

られたらいいかなと思います。 

それから議員の年金については、私どもはたまたまこの

中でおそらく私だけだと思いますが、議員の年金の対象者

です。それでやはり、若い方がお見えになりますので、国

民年金だけじゃ駄目ですので、やはり議員年金にかわるも

の、厚生年金になるのか、どういうものなのかちょっと具

体的にはすぐお話はできませんけども、ぜひ年金制度の復

活をですね、国にも要望し、私も議長のときに要望しまし

たけども、どういう年金かわかりませんけども、若い人で

もですね、老後の安定というか、これからの安定できるよ

うにですね、生活保障してあげるべきだと思いますので、

年金の関係もぜひ検討していただいきたいと思っておりま

す。 

先ほどの議員の報酬についても、戻すということと、そ

れから私どもも 30 年近くやってますけども、民間のです
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ね、オーナーといいますか事業所やってる方にあなた議員

になったらどうかっていうことを言われますと、いや、そ

んな安い給料で僕らやりませんよということがほとんどで

す。それは我々はサラリーマンではありませんし職員では

ありませんので、やはり市長の提案されたもの、行政に対

してチェックするというのが大事な仕事であり、特別職で

ありますので、民間のオーナーの方が安いですねという意

識で持っておられて我々はそんなもんには安くて議員には

なりませんよってはっきり何人か言われてますので、ある

程度民間のオーナーの方がですね、納得するような、それ

だけの報酬をもらってですね、それから市長の提案された

こと、また行政のやっておることにですね、しっかりとチ

ェックできるようなですね、組織にしていただきたいと思

いますので、報酬の関係もですね、上げる方で頑張っても

らいたいと思います。以上です。 

 

はい、皆様の率直なご意見をお聞かせいただきました。

ありがとうございました。今日結論を出すというわけでは

ないんですけど皆さんのご意見を踏まえまして、次回以降

の協議に進めていけたらと考えますけれども、よろしいで

しょうか。 

 

（異議なし） 

 

はい、それではですね、そのように進めさせていただけ

たらと思います。本日はこれにて散会いたしたいと思いま

す。ご苦労さまでした。 

 

【閉会＝午後１時 09 分】 

 

 


